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営農第一課から TEL73－9616
○
中
干
し
終
了
後
は
、
急
激
に
入
水

さ
せ
る
と
根
傷
み
の
原
因
と
な
る

た
め
走
り
水
を
行
っ
て
か
ら
出
穂

期
ま
で
間
断
か
ん
水
を
継
続
し
、

新
鮮
な
水
の
入
れ
替
え
や
ガ
ス
抜

き
を
行
っ
て
根
の
活
性
化
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

○
出
穂
期
か
ら
穂
揃
い
期
は
最
も
水
が
必
要
な
時
期
に
な

る
た
め
湛
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
出
穂
期
か
ら
穂
揃
い
期
に
強
風
が
吹
く
場
合
や
、フ
ェ
ー

ン
現
象
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
深
め
に
水
を
は
り
、
稲

体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
穂
揃
い
期
以
降
は
、
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

間
断
か
ん
水
の
期
間
は
出
穂
後
25
日
は
必
要
で
す
。
根

の
活
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
収
穫
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
、
か
ん
水
の
回
数
を
減
ら
し
、
収
穫
に
備
え
て
土
壌

を
少
し
ず
つ
固
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
落
水
時
期
は
収
穫
の
７
日
前
を
基
本
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
玄
米
の
大
き
さ
が
決
ま
る
ま
で
に
は
、
出
穂
し
て
か
ら

約
４
週
間
か
か
り
ま
す
。

　
概
ね
最
初
の
１
週
間
で
開
花
・
受
精
、
次
の
１
週
間
で

玄
米
の
長
さ
が
決
ま
り
、
そ
の
次
の
１
週
間
で
玄
米
の

幅
が
決
ま
り
ま
す
。
最
後
の
１
週
間
で
厚
み
が
決
ま
る

た
め
、
早
く
落
水
し
た
田
ん
ぼ
の
米
は
最
後
の
厚
み
が

十
分
で
な
く
、
粒
厚
の
薄
い
米
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
登
熟
期
間
の
水
管
理
は
湛
水
状
態
に
す
る
の
で
は
な
く
、

出
穂
後
は
飽
水
（
ほ
う
す

い
）
管
理
（
水
深 

３
〜
５

㎝
程
度
に
か
ん
水
し
、
足

跡
に
水
が
残
る
程
度
の
自

然
落
水
の
繰
り
返
し
）
を

行
い
、
地
固
め
を
し
な
が

ら
玄
米
を
太
ら
せ
ま
す
。

営農ニュース
FARMING NEWS

営農ニュース
FARMING NEWS

水

　稲

 

◆
穂
揃
い
期
防
除

 

●
稲
こ
う
じ
病

　
き
ぬ
む
す
め
の
穂
肥
時
期
と
な
り
ま
す
。
葉
色
・
幼

穂
長
を
確
認
し
て
か
ら
穂
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※上記施用量は基準量です。下記の施用量の目安を参考に葉色を確認し、施用量を調整して下さい。
※高度化成 17-0-17 は、10 ㎏（1 回目）＋10 ㎏（2 回目）の合計 20 ㎏
※硫安入 NP 化成は、8 ㎏（1 回目）+8 ㎏（2 回目）の合計 16 ㎏
※きぬむすめ特別栽培米の場合、「げんき」を施用する。

〇基肥一発型肥料（ツバメコート SLH20、ふる
さと 588）の場合
7 月以降の気温が高く、葉色が褪めた（葉色板 
4.0 以下）場合、追肥が必要になります。
7 月下旬～ 8 月上旬頃に燐加安 403 10 ～
15kg/10 施用

〇きぬむすめ燐加安 403 施用量の目安（10ａ）

〇
中
干
し
以
降
の
水
管
理

　
近
年
、
各
品
種
と
も
に
着
色
粒（
カ
メ
ム
シ
）に
よ
る
等

級
格
下
げ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ
に

よ
る
吸
汁
は
乳
熟
期（
出
穂
後
２
週
間
位
、
指
で
籾
を
つ

ぶ
す
と
白
い
デ
ン
プ
ン
液
が
出
る
）頃
に
集
中
し
ま
す
。

　
穂
揃
い
期
に
確
実
に
仕
上
げ
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※「
つ
や
姫
」・「
き
ぬ
む
す
め
特

別
栽
培
米
」は
右
記
の
農
薬
以

外
使
用
で
き
ま
せ
ん
。（
特
別
栽

培
米
基
準
）

　
詳
し
く
は
令
和
５
年
産
水
稲
現

地
指
導
会
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

防
除
体
系（
10
a
当
り
の
使
用
量
）

　〈
粒
剤
〉　
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤（
3
㎏
）

　〈
液
剤
〉　
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

　
　
　
　
　
　
　
　（
1
、0
0
0
倍
液
を
60
〜
1
5
0
ℓ
）

　〈
粉
剤
〉　
ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤
Ｄ
Ｌ（
3
㎏
）

　〈
省
力
〉　
ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ（
2
5
0
〜
5
0
0
g
）

防
除
時
期
：
穂
揃
い
期

              （
ほ
場
全
体
の
8
〜
9
割
程
度
出
揃
っ
た
頃
）

　
生
産
委
員
を
通
じ
て
、
生
産
者
の
皆
様
へ
品
種
ご
と

に
５
年
産
水
稲
生
産
日
誌
用
紙
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

記
入
例
を
参
考
に
し
て
、
期
日
厳
守
で
ご
提
出
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
は
、
１
品
種
１
枚
の
提

出
で
す
。

※
ほ
場
が
複
数
あ
る
場
合
は
農
薬
を
一
番
多
く
使
用

し
た
ほ
場
に
つ
い
て
ご
記
入
下
さ
い
。

◎
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
は
折
り
曲
げ
ず
保
管
し
、

必
ず
エ
ン
ピ
ツ
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
の
提
出
期
日

※
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、「
Ｊ
Ａ
米
」と
し
て
取
り

扱
わ
れ
ま
せ
ん
。

※
出
荷
名
義
人
の
履
歴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
作
業

委
託（
一
部
ま
た
は
全
部
）の
場
合
も
委
託
者
に
作

業
内
容
を
確
認
の
う
え
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

•
農
薬
使
用
が
正
し
く
な
い
場
合（
使
用
時
期
・
使
用

量
・
希
釈
倍
率
）は
、
出
荷
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
農
薬
は
正
し
く
使
用
し
て
下
さ
い
。

８
月
１
日（
火
）

１
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　【
黄
　   

緑
】

　
ヒ
メ
ノ
モ
チ
　【
オ
レ
ン
ジ
】

８
月
15
日（
火
）

２
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
　【
き 

い 

ろ
】

　
つ
　
や
　
姫
　【
み 

ど 

り
】

　
コ
コ
ノ
エ
モ
チ
　【
オ
レ
ン
ジ
】

９
月
１
日（
金
）

３
、
き
ぬ
む
す
め
　【
あ
　
　お
】

　
（
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
は
　
　
）

　
ミ
コ
ト
モ
チ
　【
オ
レ
ン
ジ
】

•
お
米
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
る

方
は
必
ず
期
限
厳
守
の
う

え
提
出
し
て
下
さ
い
。

令
和
５
年
産
水
稲
生
産
日
誌
用
紙（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
）の
提
出
に
つ
い
て

※
稲
こ
う
じ
病
は
黒
い
菌
核
が
発
生
し
て
か
ら
の
薬
剤
の

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
稲
こ
う
じ
病
は
防
除
適
期
が
限
ら
れ
て
い
て
、
早
く
散

布
し
て
も
遅
す
ぎ
て
も
効
果
が
劣
り
ま
す
。

　粉
剤
・
液
剤
は
出
穂
10
〜
20
日
前
、
粒
剤
は
出
穂
2
〜

3
週
間
前
に
散
布
す
る
。

　
左
記
は
中
干
し
以
降
の
水
管
理
の
イ
メ
ー
ジ
図
で

す
。
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
・
過
去
に
多
発
し
た
ほ
場

　
・
生
育
後
半
の
窒
素
が
多
い

と
き

　
・
出
穂
前
20
日
間
に
低
温
多

雨
の
気
象
条
件
の
と
き

発
病
の
条
件

稲こうじ病防除薬剤
薬剤名

Ｚボルドー粉剤ＤＬ

ドイツボルドーＡ

モンガリット粒剤

使用時期（目安）

出穂10日前まで

出穂10日前まで

出穂45日前まで

10ａ当りの使用量

3～ 4ｋｇ

2000倍液を60～150ℓ

3～ 4ｋｇ

し
ろ

•
各
支
店（
荘
原
・
出
西
・
伊
波
野
・
出
東
）ま
た

は
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る

　
生
産
日
誌
回
収
ポ
ス
ト
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

登熟期

品種 肥料名 施用量 施用時期 備考（目安）

きぬむすめ 燐加安403
1回目 10～15㎏ 幼穂長5㎜

（出穂20日前） 
5月中旬植え：7月20日頃
5月下旬植え：7月25日頃

目回2    15㎏ 1回目の
7～10日後

　葉色（葉色板） 穂肥１回目 穂肥２回目

4.0未満 15㎏ 15㎏

4.0以上5.0未満 10㎏ 15㎏

5.0以上5.5未満 無施用 10㎏

5.5以上 無施用 無施用

水
管
理

生
育
ス
テ
ー
ジ

間 断 か ん 水 湛水管理走 水

幼

穂

形

成

期

間 断 か ん 水中干し 落 水

成

熟

期

最
高
分
げ
つ
期

出

穂

期

穂

揃

い

期

穂

ば

ら

み

期

水を浅く
張る

自然に
減水

2～３日
干す

間断かん水とは

【水管理イメージ図】

田面の足型に水が残る
程度には水分を保つ
（飽水管理）

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
農
薬
は
正
し
く
使
用
し
て
下
さ
い
。

８
月
１
日（
火
）

１
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　【
黄
　   

緑
】

　
ヒ
メ
ノ
モ
チ
　【
オ
レ
ン
ジ
】

８
月
15
日（
火
）

２
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
　【
き 

い 

ろ
】

　
つ
　
や
　
姫
　【
み 

ど 

り
】

　
コ
コ
ノ
エ
モ
チ
　【
オ
レ
ン
ジ
】

９
月
１
日（
金
）

３
、
き
ぬ
む
す
め
　【
あ
　
　お
】

　
（
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
は
　
　
）

　
ミ
コ
ト
モ
チ
　【
オ
レ
ン
ジ
】

•
お
米
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
る

方
は
必
ず
期
限
厳
守
の
う

え
提
出
し
て
下
さ
い
。

令
和
５
年
産
水
稲
生
産
日
誌
用
紙（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
）の
提
出
に
つ
い
て

※
稲
こ
う
じ
病
は
黒
い
菌
核
が
発
生
し
て
か
ら
の
薬
剤
の

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
稲
こ
う
じ
病
は
防
除
適
期
が
限
ら
れ
て
い
て
、
早
く
散

布
し
て
も
遅
す
ぎ
て
も
効
果
が
劣
り
ま
す
。

　粉
剤
・
液
剤
は
出
穂
10
〜
20
日
前
、
粒
剤
は
出
穂
2
〜

3
週
間
前
に
散
布
す
る
。

　
左
記
は
中
干
し
以
降
の
水
管
理
の
イ
メ
ー
ジ
図
で

す
。
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
・
過
去
に
多
発
し
た
ほ
場

　
・
生
育
後
半
の
窒
素
が
多
い

と
き

　
・
出
穂
前
20
日
間
に
低
温
多

雨
の
気
象
条
件
の
と
き

発
病
の
条
件

稲こうじ病防除薬剤
薬剤名

Ｚボルドー粉剤ＤＬ

ドイツボルドーＡ

モンガリット粒剤

使用時期（目安）

出穂10日前まで

出穂10日前まで

出穂45日前まで

10ａ当りの使用量

3～ 4ｋｇ

2000倍液を60～150ℓ

3～ 4ｋｇ

し
ろ

•
各
支
店（
荘
原
・
出
西
・
伊
波
野
・
出
東
）ま
た

は
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る

　
生
産
日
誌
回
収
ポ
ス
ト
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

登熟期

品種 肥料名 施用量 施用時期 備考（目安）

きぬむすめ 燐加安403
1回目 10～15㎏ 幼穂長5㎜

（出穂20日前） 
5月中旬植え：7月20日頃
5月下旬植え：7月25日頃

目回2    15㎏ 1回目の
7～10日後

　葉色（葉色板） 穂肥１回目 穂肥２回目

4.0未満 15㎏ 15㎏

4.0以上5.0未満 10㎏ 15㎏

5.0以上5.5未満 無施用 10㎏

5.5以上 無施用 無施用

水
管
理

生
育
ス
テ
ー
ジ

間 断 か ん 水 湛水管理走 水

幼

穂

形

成

期

間 断 か ん 水中干し 落 水

成

熟

期

最
高
分
げ
つ
期

出

穂

期

穂

揃

い

期

穂

ば

ら

み

期

水を浅く
張る

自然に
減水

2～３日
干す

間断かん水とは

【水管理イメージ図】

田面の足型に水が残る
程度には水分を保つ
（飽水管理）

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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令
和
５
年
産
斐
川
ぶ
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
集
荷
所
開
所
式

　
６
月
２
日
、
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
、
中
央
野
菜

集
荷
所
で
令
和
５
年
産
の
斐
川
ぶ
ど
う
集
荷
所
開
所
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
年
産
は
１
月
21
日
か
ら
加
温
が
始
ま
り
、
デ
ラ
ウ
ェ

ア
は
昨
年
よ
り
４
日
早
い
５
月
22
日
に
２
名
の
生
産
者
か

ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６
月
に
入
り
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の

出
荷
者
・
出
荷
量
と
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
は
７
月
中

旬
よ
り
巨
峰
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
大
粒
系
の
出
荷

が
始
ま
り
、
10
月
頃
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　
同
生
産
組
合
の
矢
野
恵
司
組
合
長
は「
本
年
産
の
出
荷
も

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
入
り
す
る
中

で
裂
果
に
注
意
し
つ
つ
、
長
期
間
に
わ
た
る
出
荷
作
業
の

た
め
体
調
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
J
A
斐
川
地
区
本
部
山
根
善
治
本
部
長
よ
り「
暑
さ
を
迎

え
る
中
体
調
に
留
意
し
、
秋
の
生
産
者
大
会
で
は
お
互
い

に
良
い
年
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
生
産
組
合
か
ら
出
雲
市
役
所
農
業
振
興
課
斐

川
農
業
事
務

所
船
木
剛
所

長
と
J
A
し

ま
ね
斐
川
地

区
本
部
山
根

本
部
長
へ
斐

川
産
デ
ラ

ウ
ェ
ア
が
贈

呈
さ
れ
ま
し

た【
写
真
】。

飯
塚
出
雲
市
長
・
山
根
本
部
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
束
贈
呈

　
６
月
13
日
に
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
花
き
部
会
の
北
村
一
夫

部
会
長
が
、
同
出
雲
花
卉
部
会
・
同
平
田
花
卉
部
会
と
合

同
で
出
雲
市
役
所
を
訪
問
し
、
飯
塚
俊
之
市
長
に
花
束
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
父
の
日
を
前
に
出
雲
地
域
各
部
会
生
産
者
が
作
る
花
を

使
っ
た
花
束
を
持
参
し
、
斐
川
地
区
か
ら
は
４
種
類
の
ひ

ま
わ
り
の
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
北
村
部
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
が
明
け
、
冠
婚
葬
祭
等
の
需

要
も
徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
会
合
等
も
増

え
る
の
で
、
出
雲
産
の
花
で
飾
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ど

ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」

と
要
望
し
、
市
長

は「
花
の
力
は
素

晴
ら
し
く
、
花
が

飾
っ
て
あ
る
と
、

場
の
雰
囲
気
が
華

や
か
で
和
や
か
に

な
る
。」と
花
の
魅

力
を
伝
え
ま
し

た
。

　
ま
た
同
日
、
山

根
地
区
本
部
長
に

も
花
束
を
贈
呈

し
、
部
会
活
動
に

対
し
て
の
日
ご
ろ

の
感
謝
の
意
を
伝

え
ま
し
た
。

玉
ね
ぎ
の
収
穫
始
ま
る

　
５
月
下
旬
よ
り
早
生
、
６
月
中
旬
よ
り
中
生
〜
晩
生
品

種
の
玉
ね
ぎ
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
広
域
玉
葱
調
製
保
管
施
設
が

稼
働
し
、
産
地
拡
大
に
向
け
斐
川
地
区
本
部
は
、
初
期
投

資
の
削
減
と
労
力
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
移
植
機
・
収
穫

機
な
ど
規
模
別
機
械
化
体
系
の
確
立
と
貸
出
体
制
を
整
え
、

玉
ね
ぎ
産
地
復
活
の
足
掛
か
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
５
年
産
は
約
19 

ha（
前
年
比
１
４
０
％
）の

玉
ね
ぎ
が
生
産
さ
れ
、
直
江
地
区
の（
農
）な
お
え
フ
ァ
ー

ム（
上
野
義
雄
組
合
長
）で
は
、
10
数
年
ぶ
り
に
１
・
１
ha

で
の
生
産
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
以
前
も
約
１
ha
規
模
の
生
産
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
手
作
業
が
中
心
で
あ
り
、
出
役
者
の
高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
や
収
支
の
悪
化
に
よ
り
生
産
を
中
止
し
て
い

ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
を

す
る
陰
山
俊
行

総
務
部
長
は
、

「
機
械
化
で
収
穫

と
出
荷
の
負
担

が
大
き
く
減
っ

た
。
収
穫
時
の

天
候
な
ど
不
安

は
多
い
が
、
玉

ね
ぎ
の
安
定
生

産
で
所
得
向
上

に
努
め
た
い
。」

と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
探
検
隊
　
vol.2
　
開
催

　
６
月
18
日
、
小
学
生
児
童
５
組
12
人
の
親
子

が
参
加
し
、
第
２
回
あ
ぐ
り
探
検
隊
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
ぐ
り
探
検
隊
は
、
町
内
の
小
学
３
〜

６
年
生
を
対
象
に
食
と
農
に
関
す
る
活
動
を
年

間
５
回
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
児

童
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
で
は
、
最
初
に
畑
で
ピ
ー
マ
ン

や
オ
ク
ラ
な
ど
夏
野
菜
の
苗
を
植
え
た
後
、（
農
）

ア
グ
リ
ー
ド
い
ず
も
の
田
ん
ぼ
に
移
動
し
、
島

根
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス
の
講
師
の
指

導
の
も
と「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」を
行
い

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
入
り
小
さ
な
網
で
水
の
中

を
探
る
と
、
ヤ
ゴ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
の

水
生
生
物
が
捕
れ
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
室
内
に
移
り
、
始
め
に
ト
レ
ー
を
使
っ
て
捕

ま
え
た
生
き
も
の
を
仕
分
け
、
続
い
て
ポ
ケ
ッ

ト
図
鑑
を
使
っ
て
名
前
を
調
べ
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
が
ど
ん
な
生
き
も
の
を
捕
ま
え
た
か
発
表
し

ま
し
た
。
ガ
ム
シ
や
ア
メ
ン
ボ
、
カ
エ
ル
な
ど

12
種
類
に
の
ぼ
り
、
身
近
な
田
ん
ぼ
に
た
く
さ

ん
の
種
類
の
生
き
物
が
い
る
こ
と
に
皆
さ
ん
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
に
生
息
す
る
生
き
も
の
や
田
ん
ぼ
の

役
割
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
ん
だ
後
、
J
A
し

ま
ね
斐
川
女
性
部
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
た
カ

レ
ー
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
咲
か
せ
隊

　
　
　
　
　
満
員
御
礼
！

　
６
月
４
日
・
18
日
に
農
事
組
合
法
人
お
き
す（
森
脇
康
博

組
合
長
）は
、
出
雲
縁
結
び
空
港
近
く
の
畑
で「
わ
く
わ
く
・

ド
キ
ド
キ
世
界
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
こ
う
」を
開
催
し
ま

し
た
。
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
F
a
c
e
b
o
o
k

等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で「
ひ
ま
わ
り
咲
か
せ
隊
」と
し
て
募
集
し
、
定

員
の
30
組
を
超
え
、
両
日
で
38
組
１
６
０
名
余
、
特
に
18

日
に
は
24
組
１
０
０
名
余
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
20
ａ
の
体
験
圃
場
に
は
、
品
種
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
約

50
メ
ー
ト
ル
の
畝
が
用
意
さ
れ
、
15
品
種
の
種
を
ま
き
ま

す
。
参
加
者
１
組
に
１
品
種
の
種
が
配
ら
れ
、
手
渡
さ
れ

た
棒
を
頼
り
に
、
30
セ
ン
チ
間
隔
で
丁
寧
に
種
を
ま
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
な
か
な
か
根
気
が
い
る
作
業
だ
っ
た
」「
花
が

咲
く
の
が
楽
し
み
、
ま
た
観
に
来
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
開
花
を
迎
え
る

８
月
の
お
盆
頃
に

は
、
摘
み
取
り
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
ひ
ま
わ

り
の
作
付
け
は
、

こ
の
景
観
用
20
ａ

の
ほ
か
、
搾
油
用

と
し
て
２
ha
が
計

画
さ
れ
、
夏
の
空

港
通
り
を
彩
り
ま

す
。

斐
川
青
年
連
盟

　
　
　
総
会
開
催

　
６
月
19
日
、
斐
川
青
年
連
盟（
坪

内
雅
委
員
長
）の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年

ぶ
り
の
実
開
催
と
な
り
、
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
で
坪
内
会
長
は「
様
々
な
活

動
が
縮
小
し
て
い
た
中
で
、
み
ん
な

で
本
格
的
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
で
は
、
新
た
に
３
名
の

盟
友
が
加
わ
っ
た
こ
と
、
食
農
教
育

活
動
・
地
域
貢
献
活
動
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
食
農
教
育
や
組

織
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
活
性
化
、
次
世
代

を
担
う
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
の
改
選
で
は
、
坪
内
委

員
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

市役所にて
左より飯塚出雲市長、北村部会長

斐川地区本部にて
左より山根本部長・北村部会長

斐川地区本部のページ ニュース トピックスニュース トピックス 斐川地区本部のページ
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令
和
５
年
産
斐
川
ぶ
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
集
荷
所
開
所
式

　
６
月
２
日
、
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
、
中
央
野
菜

集
荷
所
で
令
和
５
年
産
の
斐
川
ぶ
ど
う
集
荷
所
開
所
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
年
産
は
１
月
21
日
か
ら
加
温
が
始
ま
り
、
デ
ラ
ウ
ェ

ア
は
昨
年
よ
り
４
日
早
い
５
月
22
日
に
２
名
の
生
産
者
か

ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６
月
に
入
り
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の

出
荷
者
・
出
荷
量
と
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
は
７
月
中

旬
よ
り
巨
峰
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
大
粒
系
の
出
荷

が
始
ま
り
、
10
月
頃
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　
同
生
産
組
合
の
矢
野
恵
司
組
合
長
は「
本
年
産
の
出
荷
も

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
入
り
す
る
中

で
裂
果
に
注
意
し
つ
つ
、
長
期
間
に
わ
た
る
出
荷
作
業
の

た
め
体
調
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
J
A
斐
川
地
区
本
部
山
根
善
治
本
部
長
よ
り「
暑
さ
を
迎

え
る
中
体
調
に
留
意
し
、
秋
の
生
産
者
大
会
で
は
お
互
い

に
良
い
年
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
生
産
組
合
か
ら
出
雲
市
役
所
農
業
振
興
課
斐

川
農
業
事
務

所
船
木
剛
所

長
と
J
A
し

ま
ね
斐
川
地

区
本
部
山
根

本
部
長
へ
斐

川
産
デ
ラ

ウ
ェ
ア
が
贈

呈
さ
れ
ま
し

た【
写
真
】。

飯
塚
出
雲
市
長
・
山
根
本
部
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
束
贈
呈

　
６
月
13
日
に
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
花
き
部
会
の
北
村
一
夫

部
会
長
が
、
同
出
雲
花
卉
部
会
・
同
平
田
花
卉
部
会
と
合

同
で
出
雲
市
役
所
を
訪
問
し
、
飯
塚
俊
之
市
長
に
花
束
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
父
の
日
を
前
に
出
雲
地
域
各
部
会
生
産
者
が
作
る
花
を

使
っ
た
花
束
を
持
参
し
、
斐
川
地
区
か
ら
は
４
種
類
の
ひ

ま
わ
り
の
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
北
村
部
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
が
明
け
、
冠
婚
葬
祭
等
の
需

要
も
徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
会
合
等
も
増

え
る
の
で
、
出
雲
産
の
花
で
飾
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ど

ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」

と
要
望
し
、
市
長

は「
花
の
力
は
素

晴
ら
し
く
、
花
が

飾
っ
て
あ
る
と
、

場
の
雰
囲
気
が
華

や
か
で
和
や
か
に

な
る
。」と
花
の
魅

力
を
伝
え
ま
し

た
。

　
ま
た
同
日
、
山

根
地
区
本
部
長
に

も
花
束
を
贈
呈

し
、
部
会
活
動
に

対
し
て
の
日
ご
ろ

の
感
謝
の
意
を
伝

え
ま
し
た
。

玉
ね
ぎ
の
収
穫
始
ま
る

　
５
月
下
旬
よ
り
早
生
、
６
月
中
旬
よ
り
中
生
〜
晩
生
品

種
の
玉
ね
ぎ
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
広
域
玉
葱
調
製
保
管
施
設
が

稼
働
し
、
産
地
拡
大
に
向
け
斐
川
地
区
本
部
は
、
初
期
投

資
の
削
減
と
労
力
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
移
植
機
・
収
穫

機
な
ど
規
模
別
機
械
化
体
系
の
確
立
と
貸
出
体
制
を
整
え
、

玉
ね
ぎ
産
地
復
活
の
足
掛
か
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
５
年
産
は
約
19 

ha（
前
年
比
１
４
０
％
）の

玉
ね
ぎ
が
生
産
さ
れ
、
直
江
地
区
の（
農
）な
お
え
フ
ァ
ー

ム（
上
野
義
雄
組
合
長
）で
は
、
10
数
年
ぶ
り
に
１
・
１
ha

で
の
生
産
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
以
前
も
約
１
ha
規
模
の
生
産
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
手
作
業
が
中
心
で
あ
り
、
出
役
者
の
高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
や
収
支
の
悪
化
に
よ
り
生
産
を
中
止
し
て
い

ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
を

す
る
陰
山
俊
行

総
務
部
長
は
、

「
機
械
化
で
収
穫

と
出
荷
の
負
担

が
大
き
く
減
っ

た
。
収
穫
時
の

天
候
な
ど
不
安

は
多
い
が
、
玉

ね
ぎ
の
安
定
生

産
で
所
得
向
上

に
努
め
た
い
。」

と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
探
検
隊
　
vol.2
　
開
催

　
６
月
18
日
、
小
学
生
児
童
５
組
12
人
の
親
子

が
参
加
し
、
第
２
回
あ
ぐ
り
探
検
隊
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
ぐ
り
探
検
隊
は
、
町
内
の
小
学
３
〜

６
年
生
を
対
象
に
食
と
農
に
関
す
る
活
動
を
年

間
５
回
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
児

童
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
で
は
、
最
初
に
畑
で
ピ
ー
マ
ン

や
オ
ク
ラ
な
ど
夏
野
菜
の
苗
を
植
え
た
後
、（
農
）

ア
グ
リ
ー
ド
い
ず
も
の
田
ん
ぼ
に
移
動
し
、
島

根
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス
の
講
師
の
指

導
の
も
と「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」を
行
い

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
入
り
小
さ
な
網
で
水
の
中

を
探
る
と
、
ヤ
ゴ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
の

水
生
生
物
が
捕
れ
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
室
内
に
移
り
、
始
め
に
ト
レ
ー
を
使
っ
て
捕

ま
え
た
生
き
も
の
を
仕
分
け
、
続
い
て
ポ
ケ
ッ

ト
図
鑑
を
使
っ
て
名
前
を
調
べ
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
が
ど
ん
な
生
き
も
の
を
捕
ま
え
た
か
発
表
し

ま
し
た
。
ガ
ム
シ
や
ア
メ
ン
ボ
、
カ
エ
ル
な
ど

12
種
類
に
の
ぼ
り
、
身
近
な
田
ん
ぼ
に
た
く
さ

ん
の
種
類
の
生
き
物
が
い
る
こ
と
に
皆
さ
ん
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
に
生
息
す
る
生
き
も
の
や
田
ん
ぼ
の

役
割
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
ん
だ
後
、
J
A
し

ま
ね
斐
川
女
性
部
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
た
カ

レ
ー
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
咲
か
せ
隊

　
　
　
　
　
満
員
御
礼
！

　
６
月
４
日
・
18
日
に
農
事
組
合
法
人
お
き
す（
森
脇
康
博

組
合
長
）は
、
出
雲
縁
結
び
空
港
近
く
の
畑
で「
わ
く
わ
く
・

ド
キ
ド
キ
世
界
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
こ
う
」を
開
催
し
ま

し
た
。
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
F
a
c
e
b
o
o
k

等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で「
ひ
ま
わ
り
咲
か
せ
隊
」と
し
て
募
集
し
、
定

員
の
30
組
を
超
え
、
両
日
で
38
組
１
６
０
名
余
、
特
に
18

日
に
は
24
組
１
０
０
名
余
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
20
ａ
の
体
験
圃
場
に
は
、
品
種
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
約

50
メ
ー
ト
ル
の
畝
が
用
意
さ
れ
、
15
品
種
の
種
を
ま
き
ま

す
。
参
加
者
１
組
に
１
品
種
の
種
が
配
ら
れ
、
手
渡
さ
れ

た
棒
を
頼
り
に
、
30
セ
ン
チ
間
隔
で
丁
寧
に
種
を
ま
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
な
か
な
か
根
気
が
い
る
作
業
だ
っ
た
」「
花
が

咲
く
の
が
楽
し
み
、
ま
た
観
に
来
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
開
花
を
迎
え
る

８
月
の
お
盆
頃
に

は
、
摘
み
取
り
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
ひ
ま
わ

り
の
作
付
け
は
、

こ
の
景
観
用
20
ａ

の
ほ
か
、
搾
油
用

と
し
て
２
ha
が
計

画
さ
れ
、
夏
の
空

港
通
り
を
彩
り
ま

す
。

斐
川
青
年
連
盟

　
　
　
総
会
開
催

　
６
月
19
日
、
斐
川
青
年
連
盟（
坪

内
雅
委
員
長
）の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年

ぶ
り
の
実
開
催
と
な
り
、
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
で
坪
内
会
長
は「
様
々
な
活

動
が
縮
小
し
て
い
た
中
で
、
み
ん
な

で
本
格
的
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
で
は
、
新
た
に
３
名
の

盟
友
が
加
わ
っ
た
こ
と
、
食
農
教
育

活
動
・
地
域
貢
献
活
動
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
食
農
教
育
や
組

織
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
活
性
化
、
次
世
代

を
担
う
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
の
改
選
で
は
、
坪
内
委

員
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

市役所にて
左より飯塚出雲市長、北村部会長

斐川地区本部にて
左より山根本部長・北村部会長

斐川地区本部のページ ニュース トピックスニュース トピックス 斐川地区本部のページ
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営農企画課から TEL 73-9615

グリーンセンターから TEL 73-9070

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域で特色ある品目
が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育成や生産拡大、産地の維持を図
ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、同斐川地区本部が連携し、事業を推進して
いきます。

出雲農業未来の懸け橋事業 追加募集
か　　　 はし

（かけはし事業）令和5年度
■ 出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

申請〆切 令和5年7月31日（月）審　査　会 8月中旬 事業認定 8月下旬予定

■ 令和５年度 かけはし事業のスケジュール

出　雲　市　役　所　斐　川　農　業　事　務　所　TEL 0853-73-9220　FAX 0853-73-9229
ＪＡしまね斐川地区本部営農企画課　TEL 0853-73-9615　FAX 0853-73-9074

相談・
申請先

■ 支援内容や事業メニューについて

５ 斐川独自事業 地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

　集落営農組織や認定農業者など、地域
の農業の核となる担い手を支援します。

１ 農産振興事業

●集落営農組織推進事業
　トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
　米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。
●経営多角化支援事業
　水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・拡大
を担うみなさんを支援します。

２ 特産振興事業

●特産振興施設等整備事業
　果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
　施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
　ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜産農家の
みなさんの経営コスト低減等を支援します。

３ 畜産振興事業

●畜産基盤整備推進事業
　飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
　市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を補助。

メニューの一例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地域
の小規模農家を支援します。

４ 特認事業

●直売拡大支援事業
　出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。
●地域に根差した担い手等支援事業
　中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　JA各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。 相談・申請はお早めに！！

●ハウスの維持・修繕に対する支援
●集落営農組織の後継者育成支援
●水田均平化作業委託支援事業

●認定農業者の法人化支援
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援

出
東
小
学
校
児
童

　ま
ち
探
検

広
域
玉
葱
調
製
保
管
施
設
を
訪
問

　
６
月
20
日
、
出
東
小
学
校
２
年
生
の
児
童
９
名
が
、
生

活
の
授
業
「
ま
ち
探
検
」
の
一
環
で
広
域
玉
葱
調
製
保
管

施
設
を
訪
問
し
見

学
し
ま
し
た
。

　
営
農
第
二
課
の

職
員
が
講
師
と
な

り
、
島
根
県
全
体

の
玉
ね
ぎ
が
こ
こ

に
集
ま
っ
て
く
る

こ
と
、
こ
の
施
設

の
玉
ね
ぎ
が
出
荷

さ
れ
る
ま
で
の
作

業
の
流
れ
、
箱
詰

め
さ
れ
た
玉
ね
ぎ

は
、
出
雲
・
松
江

だ
け
で
な
く
米

子
・
広
島
・
福
岡

に
も
出
荷
さ
れ
る

こ
と
な
ど
の
説
明

を
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、

出
荷
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
玉
ね
ぎ

や
、
大
き
な
調
製

機
械
に
驚
き
、
時

折
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
、
関
心
を

も
っ
て
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

令和5年 7月18日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明

内  容

JAしまね斐川地区本部営農総合センターところ

野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会

夏休みのおたのしみ  ちゃぐりんフェスタ  開催
参加費
無  料夏野菜を使った料理を作ってみよう！！

日　　時
場　　所
参加対象
募集人数

令和５年８月１１日（金・山の日）　１０時～１３時
ひかわあぐりキッチン  ふぁみーゆ（ＪＡ斐川地区本部別館）

小学３～６年生（親子参加）

１０名程度（児童数）
住所・お名前（親子とも）・学年・連絡先を記入の上
応募ください。

家の光協会より参加記念品・ちゃ
ぐりん８月号を差し上げます。

一 例

8月～12月の間に5回程度の作業を予定しています。未経験者大歓迎。

申込先

新規会員
説明会

斐川地区本部のページ ニュース トピックス 斐川地区本部のページ
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営農企画課から TEL 73-9615

グリーンセンターから TEL 73-9070

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域で特色ある品目
が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育成や生産拡大、産地の維持を図
ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、同斐川地区本部が連携し、事業を推進して
いきます。

出雲農業未来の懸け橋事業 追加募集
か　　　 はし

（かけはし事業）令和5年度
■ 出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

申請〆切 令和5年7月31日（月）審　査　会 8月中旬 事業認定 8月下旬予定

■ 令和５年度 かけはし事業のスケジュール

出　雲　市　役　所　斐　川　農　業　事　務　所　TEL 0853-73-9220　FAX 0853-73-9229
ＪＡしまね斐川地区本部営農企画課　TEL 0853-73-9615　FAX 0853-73-9074

相談・
申請先

■ 支援内容や事業メニューについて

５ 斐川独自事業 地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

　集落営農組織や認定農業者など、地域
の農業の核となる担い手を支援します。

１ 農産振興事業

●集落営農組織推進事業
　トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
　米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。
●経営多角化支援事業
　水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・拡大
を担うみなさんを支援します。

２ 特産振興事業

●特産振興施設等整備事業
　果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
　施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
　ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜産農家の
みなさんの経営コスト低減等を支援します。

３ 畜産振興事業

●畜産基盤整備推進事業
　飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
　市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を補助。

メニューの一例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地域
の小規模農家を支援します。

４ 特認事業

●直売拡大支援事業
　出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。
●地域に根差した担い手等支援事業
　中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　JA各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。 相談・申請はお早めに！！

●ハウスの維持・修繕に対する支援
●集落営農組織の後継者育成支援
●水田均平化作業委託支援事業

●認定農業者の法人化支援
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援

出
東
小
学
校
児
童

　ま
ち
探
検

広
域
玉
葱
調
製
保
管
施
設
を
訪
問

　
６
月
20
日
、
出
東
小
学
校
２
年
生
の
児
童
９
名
が
、
生

活
の
授
業
「
ま
ち
探
検
」
の
一
環
で
広
域
玉
葱
調
製
保
管

施
設
を
訪
問
し
見

学
し
ま
し
た
。

　
営
農
第
二
課
の

職
員
が
講
師
と
な

り
、
島
根
県
全
体

の
玉
ね
ぎ
が
こ
こ

に
集
ま
っ
て
く
る

こ
と
、
こ
の
施
設

の
玉
ね
ぎ
が
出
荷

さ
れ
る
ま
で
の
作

業
の
流
れ
、
箱
詰

め
さ
れ
た
玉
ね
ぎ

は
、
出
雲
・
松
江

だ
け
で
な
く
米

子
・
広
島
・
福
岡

に
も
出
荷
さ
れ
る

こ
と
な
ど
の
説
明

を
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、

出
荷
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
玉
ね
ぎ

や
、
大
き
な
調
製

機
械
に
驚
き
、
時

折
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
、
関
心
を

も
っ
て
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

令和5年 7月18日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明

内  容

JAしまね斐川地区本部営農総合センターところ

野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会

夏休みのおたのしみ  ちゃぐりんフェスタ  開催
参加費
無  料夏野菜を使った料理を作ってみよう！！

日　　時
場　　所
参加対象
募集人数

令和５年８月１１日（金・山の日）　１０時～１３時
ひかわあぐりキッチン  ふぁみーゆ（ＪＡ斐川地区本部別館）

小学３～６年生（親子参加）

１０名程度（児童数）
住所・お名前（親子とも）・学年・連絡先を記入の上
応募ください。

家の光協会より参加記念品・ちゃ
ぐりん８月号を差し上げます。

一 例

8月～12月の間に5回程度の作業を予定しています。未経験者大歓迎。

申込先

新規会員
説明会

斐川地区本部のページ ニュース トピックス 斐川地区本部のページ
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総務課から TEL 73－9603

斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報
報告事項
（１）令和４年産米販売進度について
（２）貯金・貸出金実績について（令和５年５月末）

6月14日開催

（３）第９回通常総代会資料および地区本部補足版について

荘
原
支
部

　お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
生 活 課 ２ 階 会 議 室
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ

９：３０～

9：3０～

９：3０～

９：3０～

13：3０～

9：３０～

10：0０～

9：3０～

9：3０～

7月17日（月）

7月20日（木）

7月27日（木）

7月27日（木）

8月  7日（月）

8月  8日（火）

8月  9日（水）

8月17日（木）

8月21日（月）

パッチワークグループ

手芸グループ

書道グループ

ひまわりグループ

絵てがみグループ

ちぎり絵グループ

いきいきグループ

手芸グループ

パッチワークグループ

　
６
月
６
日
荘
原
支

部
で
は
、
女
性
部
支

部
長
及
び
部
員
12
名
、

支
店
長
、
事
務
局
と

支
店
職
員
で
支
店
駐

車
場
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　
組
合
員
さ
ん
の
目

線
で
見
て
、
特
に
目

立
っ
て
背
の
高
い
草
が
生
え
て
い
た
９
号
線

沿
い
の
駐
車
場
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

１
時
間
強
の
草
取
り
で
ゴ
ミ
袋
20
袋
以
上
の

草
が
取
れ
ま
し
た
。
支
店
周
辺
の
草
が
無
く

な
っ
た
こ
と
で
、
９
号
線
か
ら
見
え
る
支
店

の
印
象
が
と
て
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

　
更
に
支
店
前
を
綺
麗
で
華
や
か
に
す
る
た

め
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
花
の
苗
植
え
を
行
い

ま
し
た
。
日
日
草
や

ペ
チ
ュ
ニ
ア
等
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
植
え

て
、
対
照
的
な
見
た

目
に
な
る
よ
う
に
植

え
ま
し
た
。
花
が
咲

い
て
広
が
り
を
想
像

し
な
が
ら
、
楽
し
く

植
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「我が子自慢・孫自慢」

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先

大募集！！

右
　
高
橋
　
和
叶
ち
ゃ
ん
　
（
４
歳
）

左
　
鐘
推
　
紗
菜
ち
ゃ
ん
　
（
１
歳
10
か
月
）

右
　
高
橋
　
和
叶
ち
ゃ
ん
　
（
４
歳
）

左
　
鐘
推
　
紗
菜
ち
ゃ
ん
　
（
１
歳
10
か
月
）つむぐ

斐川町荘原
高橋　肇さん
　　　ゆかりさん より

じじ・ばばより
”これからも
いっぱい遊ぼうね！”

我が子
自慢・

孫自慢

あなたの撮った写真をご応募ください。
掲載された方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

今年入組した斐川地区本部配属の新人職員
です。
意気込みを色紙に書きました。
組合員の皆様に親しみを持ってもらえるよう
に頑張ります。
よろしくお願いします。

地域と
ともに
歩むJA
地域と
ともに
歩むJA
地域と
ともに
歩むJA

出
東
支
店

安
食
　楓

安
食
　楓

お
客
様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
々
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け
ま
す
。

お
客
様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
々
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け
ま
す
。

新入職員紹介

●年　　式：平成20年11月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

●年　　式：平成20年11月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

キャリイトラック KCキャリイトラック KC

620,000 円

掲載車は令和5年6月22日現在のものです。当日迄に売り切れの場合はご容赦ください。掲載車は令和5年6月22日現在のものです。当日迄に売り切れの場合はご容赦ください。
表示価格は消費税込みの価格です。保険料・税金・登録に伴う費用は別途申し受け致します。表示価格は消費税込みの価格です。保険料・税金・登録に伴う費用は別途申し受け致します。

わ
　
か

わ
　
か

さ
　
な

さ
　
な

孫孫

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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